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書

よ
く
学
び
、
よ
く
遊

健
康
で

明
か
る
い

生
活
を

体操は道具がいらず、わずかな

場所で短時間に、その人の身体

の状態に応じて、だれでもでき

ます。しかし、体操は毎日継続

してやらなければ効果があがり

ません。したがって、習慣とし

て生活の中にとり入れて、毎日

行なうことが肝心で‘す。

わたしたちの百常生活には絶

えず緊張や不安が付きまとって

います。このような生活環境の

中で、わたしたちは種々様々の

ストレスや疲労を受けます。こ

れらのストレスを解消し、疲労

を回復させ、健康の増進、体力

の増強をはかるには、体操が最

も簡便かつ効果的な方法で‘す。 J¥え
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昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計

農
道
主
要
路
線
を
舗
装

預
託
金
を
増
額
、

新
た
に
漁
協
、

森
林
組
合
へ

農
林
水
産
行
政
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
六
月
よ
り
施
行
さ
れ

て
い
る
新
都
市
計
画
法
、
お
よ
び

同
じ
く
九
月
か
ら
効
力
を
発
し
た

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
は
、
今
後
の
農
林
行
政
上
に

も
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
将
来
の
農
業
振
興
地
域
の
計

道

画
と、

用
途
地
域
内
の
農
家
対
策

撲

に
つ
い
て
、
関
係
農
業
団
体
と
充

川

河
分
連
絡
を
と
り
、
年
度
内
に
は
、

鵬陥
孔

平

一計一一ににA

トLトト
一
思
い
ま
す
@
農
協
に
対
す
る
預
託

措
伶
一
金
は
、
四
十
四
年
度
よ
り
さ
ら
に

れ

増
額
し、

農
業
の
振
興
資
金
と
し

沼

て
三
千
五
百
万
円
ぞ
、
ま
た
、
新

鮮

た
に
各
漁
協
、
森
林
組
合
の
事
業

立

振
興
の
た
め
、
一
千
万
円
を
計
上

引

い

た

し

ま

し
た
。
ま
た
、
畜
産
関

U

係
に
つ
い
て
は
、

放
牧
場
の
運
営

を
合
理
化
す
る
た
め
の
施
設
整
備

を
行
な
い
、
市
有
林
の
管
理
と
、

、Id

和
牛
の
林
間
放
牧
を
兼
ね
た
、
試

験
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地

改
良
資
金
を
活
用
し
、

農
地
周
辺

の
主
要
な
路
線
、
舗
装
を
重
点
的

に
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

水
産
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松

原
、
東
浦
漁
港
の
施
設
整
備
を
行

な
う
ほ
か
、

沿
岸
漁
業
の
振
興
策

と
し
て
、

魚
礁
、
お
よ
び
築
い
そ

事
業
を
継
続
し
て
行
な
い、

漁
場

の
造
成
を
図
る
と
共
に
、

浅
海
増

殖
事
業
を
更
に
推
進
い
た
し
て
参

り
ま
す
u

商
工
行
政

に
つ
き
ま

し
て
は
、

経
営
者
の
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
、
商
工
会
議
所
等

と
連
け
い
を
と
り
、
研
修
会
、
講

座
、
並
び
に
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
よ

る
経
営
意
欲
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
.
そ
の
ほ
か
、
パ
ス

路
線
の
拡
充
、
お
よ
び
、
パ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
建
設
の
促
進
、
年
少
技

術
者
育
成
事
業
の
助
成
、
通
信
施

策
の
促
進
な
ど
に
努
力
い
た
し
て

参
り
ま
す
。

観
光
行
政
に
つ
き
寺
S

し
て
は
、

さ
き
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
観
光
診
断
の
結
果
に
基
づ
い

て、

当
市
の
特
牲
を
生
か
し
た
基

本
計
画
を
樹
立
し、

各
界
の
協
力

を
え
て
、
積
極
的
な
開
発
を
推
進

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に

野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

県
の
補
助
事
業
と
し
て
、
四
十
五

年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
施
設
の

〈

よ九

整
備
拡
充
を
は
か
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。ま

た
、
大
村
公
園
の
観
光
整
備

と
し
て
、

天
然
記
念
物
、
大
村
桜

二
百
本
を
植
樹
し
て
、
花
の
名
所

と
し
て
の
価
値
を
高
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
衛
生
行
政
に
勺
き
ま

し
て
は
、
赤
痢
追
放
を
重
点
に
し

各
種
伝
染
病
予
防
対
策
、
お
よ
び

衛
生
害
虫
の
駆
除
対
策
に
つ

い
て

↓
層
の
努
力
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
‘ラ
anの
基
盤
と
な
る
地
区
衛

生
組
織
の
活
動
の
強
化
を
図
り
衛

生
意
識
の
高
揚
に
つ
と
め
、
母
子

検
診
、
寄
生
虫
の
予
防
対
策
、
並

び
に
結
核
検
診
等
の
受
診
率
向
上

を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
野
犬
撲
滅
に
つ

い
て
は

一
層
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

~
働
く
青
少
年
の
生
活
叫

ん
文
募
集

，

~

ム
応
募
資
格

少
年
の
部
、

d

v

十
八
才
ま
で
、

青
年
の
部

岨

ん

十
八
才
1
二
十
才
ま
で

~

ム
原
稿
枚
数
作
文
は
、
四

ぃ

0
0字
詰
に
六
枚
以
内
、
〈

V

詩
は
コ
一
枚
以
内
。

ザ

マ

ム
メ
切
五
月
十
日
ま
で

ム

ム
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教

~

ν

育
課
へ

。

ん

，，~ 

i' 
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明
る

い
豊
か
な
大
村
市
ヘ

皆

さ

ん

私
た
ち
の
ま
ち
を
未
来
に
向
っ

て
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
、
豊
か
で

明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
き

づ
き
あ
げ
る
た
め
、
市
で
は
昭
和

六
十
年
を
目
標
と
し
た
基
本
構
想

を
つ
く
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

こ
の
基
本
構
想
は
、
将
来
の
大

村
市
の
発
展
を
考
え
こ
れ
を
き
づ

く
た
め
の
道
し
る
べ
と
な
る
も
の

で
、
た
と
え
ば
農
業
、
商
業
、
工

業
、
観
光
、
住
宅
等
に
関
連
す
る

色
々
の
施
設
を
、
市
民
の
皆
様
と

一
体
に
な
り
計
画
的
に
行
な
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

り

の

ご

意

見

を

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
福
祉
優

先
の
立
場
か
ら
大
村
市
の
特
性
を

生
か
し
、
市
民
全
体
が
考
え
、
つ

く
り
あ
げ
る
、
市
民
総
意
の
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す。
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
政
だ
よ

り
、
あ
る
い
は
、
各
種
団
体
等
を

通
じ
、
い
ろ
い
ろ
と
具
体
的
な
面

に
つ
い
て
皆
様
の
遠
慮
の
な
い
ご

意
見
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ゴ
ミ
な
ど
空
地
や
海
岸
に

市政だより

協
和
町
(
旧
空
廠
内
)
、
富
ノ

原
の
海
岸
線
(
堤
防
附
近
〉
の
空

地
な
ど
が
ゴ
ミ
捨
場
と
な
り
、
き

た
な
く
よ
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
投
棄
禁
止
の
立
札
も
無
視
さ
れ

て
、
心
な
い
人
が
ゴ
ミ
を
捨
て
に

来
る
の
で
す
。

(3) 

捨
て
宏
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
の
廃
物
、
家
の
造
作

よ
り
出
る
壁
泥
等
の
廃
物
、
油
の

空
缶
、
色
々
の
ゴ
ミ
の
山
で
す
。

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
勝

手
に
空
地
な
ど
に
捨
て
な
い
で
必

ず
衛
生
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

/ 

市

内

斉

大

揮

除

四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
八
日

ま
で
市
内
一
斉
大
掃
除
期
間
で
す

こ
の
期
間
中
は
不
用
品
や
ゴ
ミ
が

相
当
量
出
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
箱
に

は
い
り
き
ら
な
い
物
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
紙
袋
に
入
れ
て

一
カ
所
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
の
方
法

ム
屋
内

①
ネ
ズ
ミ
の
巣
に
な
り
や
す
い

も
の
や
廃
品
を
整
理
す
る

②
タ
タ
ミ
の
日
光
消
毒
@
タ
タ

ミ
下
の
害
虫
発
生
予
防
の
た
め

低
毒
で
残
留
性
の
高
い
粉
剤
を

散
布
す
る
④
床
下
も
よ
く
掃
除

'..-;， -

ミ

ヲh

町
内
こ
ぞ
っ
て

花
と
緑
の
町
ず
く
り

向
陽
町
で
は
、
長
崎
国
体
を
契

機
に
、
花
と
緑
の
町
造
り
を
町
内

の
合
言
葉
に
、
成
果
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
春
の
行
事
で
沿

道
の
花
壇
に
、
つ
つ
じ
、
を
植
え

て
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と

町
内
こ
ぞ
っ
て
、
花
壇
の
手
入
を

行
な
い
ま
し
た
。

協和町(旧空廠内)堤防附近

向陽高校附近にて

し
粉
剤
を
散
布
す
る
①
台
所
、

便
所
の
清
掃
整
理

ム
屋
外

①
屋
敷
内
の
除
草
清
掃
②
下
水

溝
の
清
掃
、
薬
剤
の
定
期
散
布

①
堆
肥
、
畜
舎
、
納
屋
等
の
清

掃
整
理

ム
共
有
的
場
所

①
道
路
の
除
草
、
清
掃
①
下
水

需
の
泥
土
除
去
、
清
日
町
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戦
傷
病
者
の
症
状
等
差

一
部
改
定

昨
年
十
二
月
思
給
法
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
特
別
項
症
ま
で
及
び

芳
三
款
症
に
つ
い
て
症
状
等
差
が

一
部
改
定
を
さ
れ
ま
し
た
.
改
定

該
当
者
は
昭
和
四
十
四
年
九
月
三

十
日
現
在
に
お
い
て
増
加
思
給
、

傷
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
万
の

う
ち
次
の
症
状
に
該
当
さ
れ
る
万

で
す
改
定
請
求
に
該
当
す
る
方
は

市
社
会
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
症
状
等
差
改
正
の
要
点

@
、
上
下
肢
完
全
亡
失
(
実
用

断
肢
ゼ

ロ
を
含
む
。
)

@
、
視
力
障
害
の
も
の
で
両
眼

.
の
視
力
O
、
O
二
の
も
の
、両

眼
の
視
力
が
視
標

O
、
一
を

一
、五
米
以
上
で
弁
別
し
え

な
い
も
の
)

@
、
肺
結
核
症
の
も
の

白
、
肺
結
核
等
の
胸
部
疾
患
の

う
ち
で
外
科
療
法
そ
の
他
の

原
因
に
よ
り
低
肺
機
能
障
害

や
肺
性
心
を
起
し
て
い
る
も

の
@
、
心
、

賛
、
肝
、
造
血
機
能

市政だより

障
害
の
も
の
@、

精
神
障
害

(
て
ん
か
ん
を
含
む
)お
よ
び

神
経
障
害
の
も
の

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
五
十
人
以
上
の
人
が
出
入
し
、

勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る
学
校
、

工
場
、
官
公
署
、
病
院
、
事
務
所

旅
館
、
そ
の
他
事
業
所
に
お
い
て

は
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
を

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
期
日
五
月
八
日
(
金
〉

九
日
(
土
)

一
場
所
大
村
市
消
防
署

一
受
講
者
は
四
月
三
十
日
ま
で
消

防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
か
ら

納
税
窓
口
が
ふ
え
ま
し

た
市
税
ゃ
、
そ
の
他
の
手
数
料
が

納
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

西
九
州
信
用
金
庫
大
村
支
居

お
よ
び
竹
松
支
庖

九
州
相
互
銀
行
大
村
支
居

長
崎
相
互
銀
行
大
村
支
居

今
月
は
国
民
年
金
保
険

料
納
付
の
最
終
月

一
、
国
民
包
金
保
険
料
免
除
申
請

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
ど
う

し
て
も
困
難
な
人
は
、
左
記
に
よ

り
市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張

所
に
お
い
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間
四
月
二
十
日
か
ら

五
月
九
日
ま
で

持
参
す
る
も
の
w

国
民
年
金
手

帳
、
印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
(
受
診
証
)

二
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
た
人
へ
。

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
人
は
、

納
め
た
人
に
く
ら
べ
て
将
来
年
金

を
も
ら
う
場
合
に
差
が
で
て
き
ま

す
の
で
、
老
後
の
生
活
を
少
し
で

も
豊
に
す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け

追
納
し
た
方
が
有
利
で
す
。

五
月
八
日
か
ら
水
道

料
集
金
人
が
変
更

集
金
地
区

大
村
地
区
並
松
郷
六
二
六

1
七

西
大
村
地
区
の
一
部
辻
ハ
ヤ
ノ

竹

松

、

松

原

幸

町

七

一

西
大
村
地
区
の
一
部
武
田
千
鶴
子

伝
染
病
の
予
防
に

万
全
を
/

さ
る
四
月
五
日
か
ら
十
日
に
か

け
て
、
市
内
諏
訪
郷
、
向
陽
寮
で

赤
痢
が
集
団
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
、
伝
染
病
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

一

外
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
、
食

事
の
前
に
は
必
ら
ず
手
洗
い
を

励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

一

の
み
す
ぎ
、
た
ベ
す
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
充
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
.

一

生

水
は
飲
ま
な
い
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

一

赤

痢
菌
は
熱
に
は
弱
い
の
で

す
が
、

冷
ぞ
う
庫
の
中
で
は
死

に
ま
せ
ん
、
生
物
や
保
存
食
の

長
期
保
存
は
危
険
で
す
べ
冷
ぞ

う
庫
を
過
信
し
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
保
養
所

の
利
用
を

て

南
高
来
郡
小
浜
町
雲
仙
健
康

保
険
保
養
所

〔
雲
仙
荘
〕
電
話

雲
仙

(
O
九
五
七
七
一
ニ
)
三
五

四
八

一
、
北
松
浦
郡
世
知
原
町
開
作
免

県
立
世
知
原
国
民
宿
舎
〔
国

見
山
荘
〕
電
話
世
知
原

(
O

九
五
六
七
六
)
一

O
五

て

南
松
浦
郡
玉
浦
町
荒
川
郷
玉

の
浦
町
立
国
民
宿
舎

〔
七
ツ

岳
荘
〕
電
話
荒
川

(
O
九
五

九
八
八
)
五
四

一、

壱
岐
郡
勝
本
町
立
石
西
触

勝
本
町
立
国
民
宿
舎
〔
壱
岐
島
'

荘
〕
電
話
湯
ノ
本

(
九
二

O
四

一ニ
)
六
回

ム
宿
泊
料

各
保
養
所
の
宿
泊
料
(
一
泊
二

食
付
)
は
次
の
と
お
り
で
、
そ
の

う
ち
三

O
O円
を
長
崎
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
が
助
成
す
る

ω雲
仙
荘
九
五

O
円

入

浴

料

四

O
円

間
国
見
山
荘
一
、
二

O
O
円

ω七
ツ
岳
荘

一、二

O
O
円

入
浴
料

二
O
円

削
壱
岐
島
荘

一、ニ

O
O円

入
浴
料
ニ

O
円

ム
利
用
手
続

的
国
見
山
荘
、
七
ツ
岳
荘
、
壱

岐
島
荘
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
も

の
は
利
用
申
込
書
に
記
入
し
前
記

保
養
所
に
申
込
む
こ
と

間
雲
仙
荘
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
も
の
は
利
用
申
込
書
に
記
入
し

市
長
の
証
明
を
受
け
前
納
金
四
O

円
を
添
え
て
長
崎
県
庁
保
険
課
内

長
崎
県
社
会
保
険
協
会
長
宛
電
話

(
二
二

l
一
二
六
九
)
に
申
し
込

む
こ
と

①
利
用
当
日
は
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
を
必
ず
持
参
し
保
養

所
へ
提
示
す
る
こ
と

ム
利
用
申
込
書

保
険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
.

ム
利
用
の
取
り
止
め

利
用
の
承
認
を
受
け
た
後
で
利

用
を
取
り
止
め
た
時
は
そ
の
こ
と

を
申
し
出
る
こ
と
、
若
し
申
し
出

が
お
く
れ
た
り
、
し
な
か
っ
た
ら

J 、

前
納
金
四
O
O円
は
(
雲
仙
在
の

場
合
)
返
さ
れ
ま
せ
ん
。

簡
易
保
険
施
設
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

募
集
要
領

付
題
材
お
よ
び
内
容
・
:
写
真
の
一

部
に
簡
保
積
立
金
融
施
設
が
入
っ

て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
、

季
節

感
が
あ
っ
て
詩
情
あ
ふ
れ
る
も
の

ま
た
地
方
色
ゆ
た
か
な
作
品
。

同
部
門
:
・
カ
ラ
l
写
真
、(
ネ
ガ
フ

ィ
ル
ム
、
リ
バ
ー
サ
ル
と
も
可
)

い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限
る

同
作
品
の
大
き
さ
・
;
カ
ラ
ー
は
ス

ラ
イ
ド
三
十
五
ミ
リ
以
上
.
白
黒

は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
。

同
応
募
票
へ
の
記
入
事
項
i
作
品

の
住
所
、
氏
名
、
職
業
(
勤
務
先
)

電
話
番
号
お
よ
び
撮
影
場
所
施
設

名
撮
影
年
月
日
、
画
題
を
記
入
す

可
。
ラ
」
〉
」
。

国
締
切
期
日
i
昭
和
四
十
五
年
六

月
末
日

制
作
品
の
送
付
先
:
郵
便
局

五
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

一
日
か
ら
二
日
ま
で

四
日
、
六
日

八
日
か
ら
九
日
ま
で

十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で

十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

も


